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人 口 調 べ
( 昭和48年2月1日現在)
世 帯　　　　　190, 721
男　　　　　　305, 652
女　　　　　　295, 549
計　　　　　601, 201
( 前月より486人増)

総額309億7008万円
新
年
度
予
算
案
ま
と
ま
る

老
人
福
祉
き
め
こ
ま
か
に

昭
和
四
十
(
年
度
足
立
区
予
算
の
原
案
が
こ
の
た

び
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
予
算
総
頓
は
三
百
九
億
七
千

八
万
三
千
円
(
補
正
一
号
を
含
む
)
と
、
前
年
よ
り

二
〇
・
二
%
増
え
て
い
ま
す
。
内
訳
は
一
般
会
計
二

百
六
十
億
(
千
四
百
三
十
六
万
六
千
円
、
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
四
十
五
億
(
千
五
百
二
十
一
万
七
千

円
。
用
地
特
別
会
計
三
億
五
十
万
円
で
、
生
活
環
境

の
整
備
・
青
少
年
の
健
全
育
成
・
社
会
福
祉
の
充
実

と
い
う
「
区
政
三
本
の
柱
」
を
中
心
に
、
「
明
る
く

住
み
よ
い
足
立
区
」
を
実
現
す
る
た
め
の
予
算
が
組

ま
れ
て
い
ま
す
。
一
般
会
計
予
算
案
に
つ
い
て
お
も

な
も
の
を
ご
説
明
し
ま
す
と
、
次
の
と
お
り
で
す
。

■

生

活

環

境

の

整

備

◎
二
十
億
七
千
百
十
九
万
六
千
円

交
通
事
故
O
を
目
標
に
。
歩
行
者
を

守
る
た
め
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
設
置
・
児
童

の
通
学
の
た
め
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
標
示

板
新
設
な
ど
交
通
安
全
対
策
や
学
校
に

芝
生
を
植
え
た
り
、
区
内
施
股
に
植
樹

し
た
り
、
区
民
に
苗
木
を
配
布
す
る
な

ど
、
緑
化
植
樹
に
重
点
を
置
い
て
い
ま

す
。
ま
た
、
公
害
に
対
処
す
る
た
め
。

測
定
器
材
を
そ
ろ
え
、
住
み
よ
い
足
立

区
実
現
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

▽
歩
道
新
設
・
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
股
置
・

ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
の
標
示
板
な
ど
の
交

通
安
全
対
策
に
土
億
九
千
九
百
十
五

万
五
千
円
▽
転
落
防
止
柵
設
置
に
よ
I

る
水
路
安
全
対
策
に
…
二
千
六
百
五
十

六
万
四
千
円
▽
路
面
補
修
・
道
路
拡

幅
な
ど
の
道
路
整
備
に
…
七
億
五
千
(

百
四
十
四
万
円
▽
私
道
整
備
助
成
に

・
二
億
五
百
万
円
▽
公
共
溝
渠
改
良

に…
一
三
億
七
千
三
百
四
十
六
万
円
▽

排
水
場
盤
備
に
…
こ
億
一
千
万
円
▽

街
路
灯
の
新
設
や
改
良
な
ど
に…
人
千

七
百
九
十
四
万
円
▽
公
園
の
新
般
や

改
良
な
ど
に
…
一
億
六
千
七
十
三
万
九

千
円
▽
公
園
・
学
校
等
区
内
施
設
の

緑
化
や
苗
木
の
配
布
な
ど
の
緑
化
植
樹

に
・
;
七
千
九
百
万
(
千
円
▽
環
境
整

備
賢
金
貸
付
や
公
害
測
定
器
材
等
の
購

入
な
ど
の
公
害
対
策
に
…
二
千
六
百
四

十
会
七
菁
▽
防
索
貯
水
柚
a

・
置
・
防
災
b
冊
子
作
成
な
ど
大
震
火
災

防
止
対

E
し

・
:
千
(
百
二
十
五
万
円

一
■

青

少

年

の

健

全

育

成

◎
三
十
九
億
七
千
九
十
三
万
六
千
円

子
ど
も
た
ち
が
、青
空
の
下
で
楽
し

く
安
全
に
遊
べ
る
よ
う
な
児
意
識
圜
や

子
ど
も
の
広
場
を
多
く
新
股
し
た
り
、

教
育
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
学
校
に
ビ

デ
オ
テ
ー
プ
コ
ー
ダ
ー
の
設
置
・
校
舎

の
新
増
改
築
な
ど
教
冐
施
設
の
整
憊

教
育
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

▽
教
育
セ
ン
タ
ー
建
般
・
校
合
新
増

改
築
な
ど
教
育
施
設
整
備
に
・
・
・
二
十
九

億
九
千
三
百
十
六
万
三
千
円
▽
児
童

遊
園
の
新
設
や
改
良
・
子
ど
も
の
広
鳩

設
置
な
ど
に
…
千
五
百
九
十
三
万
六
千

円
▽
児
童
・
生
徒
の
就
学
援
助
に
・
・
一

四
億
九
千
二
百
(
十
一
万
五
千
円
▽

児
童
・
生
徒
等
の
保
健
対
策
に
・
・
一
一
億

七
百
三
十
万
一
千
円
▽
私
立
幼
稚
園

児
保
護
者
負
担
の
軽
減
(
四
・
五
歳
児
)

や
就
園
奨
励
に
・
・
・
二
億
七
千
五
百
九
万

七
千
円
▽
図
一
館
等
図
書
充
実
・
区

民
ス
ポ
ー
ツ
教
室
な
ど
社
会
教
育
・
体

育
の
充
実
に
…
五
千
二
百
五
万
三
千
円

■

社

会

福

祉

の

充

実

◎
五
十
六
億
二
千
四
百
三
十
六
万
七
千

円入
浴
は
お
年
寄
り
の
楽
し
み
の
一
つ

で
す
。こ
の
た
め
四
十
八
年
度
は
、七
十

歳
以
上
の
お
年
寄
り
に
毎
月
一
惴
{
敬

老
の
日
}
の
あ
る
九
月
は
三
枚
と
年
間

十
四
枚
の
無
料
入
浴
券
を
さ
し
上
げ
軣

す
。ま
た
、ね
た
き
り
の
お
年
寄
り
に
は

見
舞
品
。
ひ
と
り
ぐ
ら
し
の
お
年
寄
り

に
非
常
ベ
ル
。
老
人
ホ
ー
ム
の
方
々
に
・

誕
生
日
会
の
経
費
補
助
。
そ
の
ほ
か
老

人
福
祉
手
当
の
支
給
な
ど
老
人
福
祉
を

き
め
こ
ま
か
に
と
り
入
れ
ま
し
た
。

▽
生
業
賢
金
貸
付
に
・
・
・
千
五
甫
二
十

五
万
六
千
円
▽
重
度
心
身
障
害
者
　

(
児
)
に
見
舞
品
・
心
身
障
害
児
レ
ク

リ
X
1
シ
'
ン
事
業
な
ど
の
心
身
障
害

者
の
福
祉
充
実
に
圭
一
冒
三
十
苙
万
三

一
千
円
▽
老
人
無
料
入
俗
券
支
給
・
ひ

と
り
ぐ
ら
し
老
人
宅
に
非
常
ベ
ル
取
付

・
ね
た
き
リ
老
人
に
対
す
る
見
舞
品
支

給
な
ど
の
老
人
福
祉
の
充
実
に
…
三
億

六
千
三
百
七
十
四
万
七
千
円
▽
保
青

園
児
(
公
・
私
立
)
に
牛
乳
や
間
食
の

支
給
・
児
童
手
当
の
支
給
な
ど
の
児
竃

福
祉
の
充
実
に
上
(
億
五
千
二
百
万
五

千
円

▽
生
活
保
護
等
扶
助
に
“・
四
十

五
億
九
千
万
六
千
円

■

そ

の

ほ

か

区

民

サ

ー

ビ

ス

等

◎
十
五
億
三
千
四
百
八
十
八
万
七
千
円

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
一
環
と
し
て
、事

務
概
械
化
に
よ
る
簡
素
化
の
た
め
、一

子
計
算
機
の
広
域
使
用
や
中
小
企
業
・

商
店
街
等
の
振
興
の
た
め
の
融
賢
な
ど

ま
た
、
食
品
廓
加
物
・
生
鮮
食
品
流
通

な
ど
を
消
費
者
の
み
な
さ
ん
に
知
っ
て

も
ら
お
う
と
開
維
す
る
消
費
者
展
な
ど

の
予
算
が
組
ん
で
あ
り
ま
す
。

▽
竃
子
計
算
機
に
よ
る
事
務
機
械
化
に

・
人
千
四
十
万
苙
千
円
▽
中
小
企
巣

融
賢
に
・
;
千
四
百
三
十
(
万
二
千
円

▽
消
費
者
展
開
催
に
・・・
二
十
九
万
二
千

円

▽
道
路
台
帳
整
備
に
上
(
千
七
百

八
十
(
万
四
千
円

▽
特
別
区
債
の
元

利
償
還
に
・・・
十
三
億
六
千
七
百
九
十
二

万
四
千
円

※
こ
の
予
算
案
は
今
月
の
区
議
会
本
会

議
に
上
裡
し
、
可
決
さ
れ
ま
す
と
昭
和

四
十
八
年
度
予
算
と
し
て
執
行
さ
れ
ま

す
。
可
決
さ
れ
た
予
算
に
つ
い
て
は
四

月
の
「
区
の
お
知
ら
せ
」
と
六
月
の

「
予
算
特
集
号
」
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

一般会計予算の移り変わり　　　　　　
(補正1号を含む)

児
童
手
当
の

切
替
え
手
続
き
を

皃
鳶
手
当
は
、
痢
三
子
以
陣
の
兇
癰

の
年
齢
に
よ
。
て
国
の
制
度
に
よ
る
も

の
と
、
都
の
制
度
に
よ
る
も
の
と
に
、

取
扱
い
が
わ
か
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
四
十
(
年
四
月
一
日
か
ら
は
、

国
の
制
度
に
よ
る
支
給
対
象
児
の
年
齢

が
五
歳
未
満
児
か
ら
十
歳
未
満
児
に
引

上
げ
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
こ
れ
に
と

も
な
う
切
魯
え
手
続
き
が
必
要
で
す
。

な
お
、
こ
の
切
替
え
手
続
き
を
し
ま

せ
ん
と
四
月
分
以
降
の
手
当
が
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
の
で

。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
手
続
き
を
必
要
と
す
る
方
は

現
在
、
都
の
制
度
に
よ
る
手
当
を

受
け
て
い
る
方
で
、
第
三
子
以
降
の

児
童
が
昭
和
三
十
(
年
四
月
二
日
～

昭
和
四
十
二
年
一
月
一
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方

。

▼
手
続
き
の
方
法
は

骸
当
す
る
方
に
、直
接
往
復
(
ガ
　

キ
に
よ
る
申
請
一
を
お
送
り
し
ま
す
　

の
で
。必
要
事
項
を
記
入
、押
印
の
　

う
え
ご
返
送
く
だ
さ
い
。(
た
だ
し
　

外
国
人
の
方
は
従
来
ど
お
り
都
の
制
　

度
で
取
扱
い
ま
す
の
で
、切
奮
え
手
　

続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
)

そ
の
ほ
か
公
務
員
コ
エ
公
社
に
勤
務

の
方
は
。勤
務
先
で
直
接
紹
定
・
支
給

さ
れ
ま
す
の
で
そ
ち
ら
に
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。(
な
お
、公
穆
貝
等
の

方
で
も
確
認
の
た
め
一
応
申
請
一
を
お

送
り
す
る
こ
と
か
あ
り
ま
す
の
で
、必

要
事
項
と
勤
務
先
名
ら
ん
に
公
務
貝
と

明
紀
の
う
え
ご
返
送
く
だ
さ
い
)

間
い
合
わ
せ
は
。
区
役
所
児
童
手
当

係
へ
ど
う
ぞ
。

税
の
申
告
は
お
早
め
に

期
限
は
3
月
1
5日

こ
と
し
も
税
の
申
告
期
限
が
せ
ま
り

ま
し
た
。毎
年
、期
限
間
際
に
な
り
ま

す
と
。
写
X
の
よ
う
に
た
い
へ
ん
混
み

合
い
ま
す
の
で
、手
続
き
は
お
早
め
に
。

な
覡

区
役
所
第
二
庁
舎
に
は
。
駐

車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

申
告
す
る
税
は

□
昭
和
四
十
八
年
度
分
の
住
民
税
(
特

別
区
民
税
・
都
民
税
佃
人
忿

□
昭
和
四
十
(
年
度
分
の
佃
人
事
業
税

囗
昭
和
四
十
七
年
分
の
所
得
税

な
煢

区
か
ら
住
民
税
の
申
告
書
を

送
ら
れ
た
方
刄
申
告
し
な
く
て
も
よ

い
方
(
例
…
▽
四
十
七
年
中
所
得
が
な

い
方
▽
勤
務
先
か
ら
ほ
へ
給
与
支
払

報
告
書
が
出
さ
れ
た
方
▽
四
十
七
年

分
の
所
得
税
の
確
定
申
告
1
・
れ
る
方

1
な
ど
)
ほ
'
　
£
手
数
で
も
そ
の
旨
を

申
告
一
裏
面
に
記
入
の
う
え
、
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※
本
年
か
ら
所
得
税
の
確
定
申
告
、
お

よ
び
住
民
税
の
申
告
を
さ
れ
た
方
は
。

佃
人
事
業
税
の
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

住
民
税
申
告
の
出
張
受
付
け
の

ご
利
用
を

区
で
は
、
住
民
税
(
侍
別
区
民
税
・

都
民
税
佃
人
分
)
の
申
告
手
続
き
の
便

宜
を
図
る
た
め
、
次
の
目
程
で
出
磚
受

付
を
い
た
し
ま
す
。
お
近
く
の
会
場
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
三
月
一
月
八
日
‘
(
木
)
・
九
日
(
金
)―
　

常
東
・
第
=
T
第
十
二
の
各
出
張
所

▽
三
月
十
二
日
(
月
)
・
十
三
日
(
火
)
　

I

第

十
三
～

第

二

十
・

東
綾

瀬
・

東

犖
原

の
各

出

張
所

※
受
付
時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
前
九
時

か

ら

午
後

四
時

ま
で

で

す

。

固
定
資
産
税
の
台
帳
閲
覧
を

足

立
都

税
事

務
所

で
は

。

国
定

資

産

税

の

課
税

台
繊

を

三
月

二
十

日
ま

で

お

見

せ

し
て

い
ま

す

。

区
役
所
第
二
庁
舎
(
旧
梅
島
支
所
)
の
　

電
話
番
号
が
変
わ
り
ま
し
た

新
　
八
八
九
-
六
一
六
一
(
代
)

写真集・縮刷版
好評頒布中!

に
制
四
十
周
年
を
記
念

し
て
。
写
真
集
[
写
真
で

見
る
足
立
区
四
十
年
の
あ

ゆ
み
]
・
「
区
の
お
知
ら

せ
」
縮
刷
版
を
刊
行
し
ま

し
た
。
写
真
集
は
好
評
の

た
め
品
切
れ
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
の
で
。
こ
の

た
ぴ
増
刷
し
。
縮
刷
版
と

あ
わ
せ
て
実
費
頒
布
中
で

す
。
写
真
集
・
縮
刷
版
は

昔
の
足
立
区
を
語
る
貴
重

な
賢
料
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
先
月
か
ら
頒
布

し
て
い
る
新
一
版
『
足
立

の
歴
史
』
も
た
い
へ
ん
好

肝
の
た
め
、
残
り
少
な
く

な
り
ま
し
た
。

ご
希
望
の
方
は
。
次
へ

お
い
で
く
だ
さ
い
。

▽
頒
布
場
所

区
役
所
五

階
広
報
課

▽
時
間

午
前
九
時
～
午

後
四
時

▽
領
価
写
真
集
-
一
冊
　

千
円
縮
刷
版
-
】
冊
　

千
円
足
立
の
歴
史
-
　

一
冊
二
百
五
十
円

区民福祉センター・児童館だより
□
東
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

東
綾
瀬
一
丁
目
五
ー
一
七
　
　
六
〇
五
一
七
一
〇
一

■
趣
味
の
教
室
　
生
花
教
室
(
古
唇
三
月
九
日
(
金
)
午
前
十
時

材
料
費
二
百
五
十
円
(
サ
ミ
・
雑
巾
持
参
　
絵
画
教
室
《
油
絵
-

人
吻
》
三
月
十
日
(
土
)
午
後
一
時
三
十
分
　
茶
道
教
室
《
茶
席
の

作
法
》
三
月
十
五
日
(
木
)
午
前
十
時
材
料
費
二
百
円
懐
紙
・

茶
扇
子
持
参
　
手
芸
教
室
《
つ
ま
み
画
》
三
月
十
六
日
(
金
)
午
後

一
時
材
料
費
(
百
円
ビ
ン
セ
ヴ
ト
・
の
り
板
六
サ
ミ
持
参
　

音
楽
教
室
《
コ
ー
ラ
ス
》
三
月
二
十
四
日
(
土
)
午
後
三
時
　
指
圧

教
室
三
月
三
十
日
(
金
)
午
後
二
時
　
文
学
教
室
《
日
本
古
典
文

学
の
系
謙
-
馬
琴
の
(
犬
伝
》
三
月
十
五
日
(
木
)
午
後
一
時
三
十

分
　
親
子
オ
ル
ガ
ン
教
室
・
・
・
新
規
募
集
四
月
か
ら
九
月
ま
で

■
老
人
無
料
マ
ッ
サ
ー
ジ
　
三
月
七
日
(
水
)
午
前
九
時
～
午
後
四

時

足
立
区
鍼
灸
マ

。サ
ー
ジ
師
会

ぼ
内
在
住
六
十
歳
以
上
の
方

一■
結
婚
口
座
《
し
あ
わ
せ
な
結
婚
へ
の
ガ
イ
ド
》
三
月
十
四
日
(
水
)

午
後
六
時
三
十
分

※
申
込
み
は
、直
接
セ
ン
タ
ー
事
業
係
へ
ど
う
ぞ
(
そ
れ
ぞ
れ
定

員
は
三
十
名
)

□
中
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

関
原
二
丁
目
一
〇
-
一
〇
　
　
八
八
九
-
一
四
八
四

■
老
人
無
料
指
圧
　
三
月
十
日
(
土
)
午
前
九
時
三
十
分
～
午
後
四

時

区
内
在
住
六
十
歳
以
上
の
方

先
着
七
十
名

■
子
ど
も
映
画
会
　
三
月
十
日
(
土
)
・
・
・
イ
ワ
ン
の
ぱ
か
・
き
っ
ち

ょ
む
の
と
ん
ち
話
三
月
十
七
日
(
土
)
・
・
・
こ
う
さ
き
物
語
・
チ
ピ

デ
カ
物
語

い
ず
れ
も
午
後
一
時
ニ
ナ
分
と
三
時
か
ら

■
新
入
生
お
祝
い
会
　
三
月
二
十
一
日
(
水
)
午
前
九
時
三
十
分

一
レ
コ
ー
ド
コ
ン
サ
ー
ト
三
月
卜
(
日
(
日
)
午
前
十
時

□
西
部
区
民
福
祉
セ
ン
ター

鹿
浜
二
丁
目
二
四
-
二
　
　
八
九
七
-
五
〇
一
六

■
老
人
無
料
マ
ッ
サ
ー
ジ
　
三
月
上
(
日
(
金
)
午
前
九
時
～
午
後

二
時

区
内
在
住
六
十
歳
以
上
の
方

■
老
人
将
棋
大
会
　
三
月
十
(
日
(
日
)
午
前
十
時
区
内
在
住
六

十
歳
以
上
の
方
申
込
み
は
十
六
日
ま
で
に
直
接
セ
ン
タ
ー
へ
(
定

員
五
十
名
に
な
り
次
第
締
切
り
)

■
子
ど
も
映
画
会
　
三
月
十
一
日
(
日
)
・
十
(
日
(
日
)
午
後
二
時

■
彫
刻
教
室
《
う
き
だ
し
》
三
月
七
日
(
水
)
・
十
四
日
(
水
)
午

後
二
時

□
千
住
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

千
住
元
町
三
四
I
}
　
営
八
ハ
ニ
ー
ニ
七
六
五

■
老
人
囲
碁
大
会
　
三
月
七
日
(
水
)
午
前
十
時
三
十
分
区
内
在

住
六
十
歳
以
上
の
方

申
込
み
は
六
日
ま
で
に
直
接
セ
ン
タ
ー
へ

回■
民
謡
教
室
　
三
月
八
日
(
木
)
・
十
五
日
(
木
)
午
後
一
時
三
十
分

一■
踊
り
教
室
　
三
月
十
四
日
(
水
)
午
前
十
時
三
十
分

■
お
年
寄
り
の
た
め
の
防
火
教
室
　
三
月
十
日
(
土
)
午
後
○
時
三

十
分
(
こ
の
日
は
お
風
呂
も
わ
か
し
ま
す
)

■
子
ど
も
映
画
会
　
三
月
十
一
日
(
日
)
・
・
・
目
か
ほ
し
い
ほ
か
三

月
十
(
日
(
日
)
・
'
・
狼
少
年
ケ
ン
ほ
か
い
ず
れ
も
午
後
一
時
三
十
分

□
西
伊
興
児
童
館酉

伊
興
町
三
七
卜
五
　
　
曾
八
九
七
-
六
九
四
八

回■
卓
球
大
会
　
三
月
二
十
四
日
(
土
)
午
後
二
時

■
人
形
劇
　
三
月
二
十
九
日
(
木
)
午
後
二
時
・
・
・
チ
ビ
ク
ロ
サ
ン
ボ
　

《
各
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
児
竃
館
と
も
、
月
曜
日
・
祝
祭
日
は

休
館
日
で
す
》

■ 区役所の電話　882- 1111　　第二庁舎889- 6161　　足立福祉事務所888- 3141　中部福祉事務所889- 1481　　東部福祉事務所605- 7101　　西部福祉事務所897- 5011
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家

庭
苦
情
の
多
い
浄
化
槽

清
掃
を
忘
れ
ず
に

し
尿
浄
化
槽
(
t
つ
)
喘
そ
の

名
の
と
匆
叺
水
洗
で
麿
し
た
乃
水
を

浄
化
し
て
鋳
水
す
る
も
の
で
す
。

浄
化
槽
に
入
'
て
き
た
汚
水
は
バ

ク
テ
リ
ア
の
働
き
で
分
解
さ
れ
、
、
あ

る
程
度
き
れ
い
に
し
た
の
ち
、
嘛
晶

を
廓
加
し
、
殺
爾
し
て
U
字
塒
や
水

輅
等
へ
排
水
さ
れ
ま
す
。

浄
化
機
加
は
、
バ
ク
テ
リ
ア
の
勳

き
に
大
き
く
左
右
さ
れ
ま
す
。
と
こ

ろ
が
、
便
器
の
膺
楠
に
塩
酸
や
、
中
性

洗
剤
を
儕
う
と
、
浄
化
そ
う
内
の
バ

ク
テ
リ
ア
が
死
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

そ
う
な
る
と
汚
水
は
い
つ
ま
で
だ
。

て
も
分
解
さ
れ
ず
、
冷
化
さ
れ
ま
せ

ん
の
で
、
気
を
つ
け
ま
し
″
う
。

長
い
期
間
に
は
槽
内
に
沈
澱
吻
が

た
ま
り
。
嘱
が
だ
ん
だ
ん
上
が
っ
で

き
て
、
浄
化
槽
内
の
容
横
が
小
き
く

な
り
幟
鵈
が
低
下
し
て
き
ま
す
。
こ

れ
を
そ
の
ま
ま
放
っ
て
お
く
と
、
汚

水
が
よ
く
浄
化
さ
れ
な
い
う
ち
に
鷹

出
す
る
の
で
、
U
字
膺
な
ど
か
ら
癰

奥
を
放
ち
近
所
の
万
に
迷
愈
を
か
け

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

】
毅
家
庭
の
浄
化
槽
で
は
、
最

低
、
年
に
一
回
は
掃
陳
す
る
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

浄
化
槽
の

清
掃
に
補
助
金

都
で
は
年
一
回
、
浄
化
槽
(
届
出

隣
の
も
の
)
の
掃
除
料
金
の
一
都
を

負
担
し
て
い
ま
す
。

浄
化
槽
殴
珮
届
出
懐
〃
家
臧
匕

嗚
す
で
に
清
掃
経
竃
馘
証
を
お

送
り
し
・
て
あ
り
ま
す
が
。
ま
だ
梛
除

の
す
ん
で
い
な
い
凍
肺
は
、
惠
れ
ず

匕
す
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
伊
化
槽
か
正
常
に
黝
い
て

い
る
か
ど
う
か
を
定
期
的
に
点
検
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
Q
点
検

は
浄
化
柚
の
種
類
に
よ
っ
て
三
か
月

に
一
回
、
、
ま
た
は
六
か
月
に
一
回
と

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

点
検
は
し
ろ
う
と
で
は
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
専
門
の
業
者
に
頼
ん
で
点

検
し
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

都
膺
岬
局
で
も
'
　
t
t期的
な
立
入

検
査
に
よ
り
、
適
正
な
幃
持
管
理
か

行
な
わ
れ
て
い
る
か
を
検
査
し
ま

す
。

近
所
の
浄
化
槽
に

つ
い
て
の
苦
情
は

近
所
の
家
粫
の
浄
化
槽
か
ら
流
れ

弔
と
思
わ
れ
る
阿
水
り
惠
奥
を
放

っ
て
哨
る
と
い
う
と
き
隲
都
隋
捐

局
へ
ご
連
絳
ぐ
だ
さ
い
。
さ
っ
そ
く

水
質
椣
罵
立
入
椣
査
な
ど
の
幽
査

の
う
え
、
そ
の
家
庭
に
対
し
て
改
善

柑
導
を
し
ま
す
。

連
絡
・
問
い
合
わ
せ
は
…

鄒
珊
撈
局
徊
導
鞘
指
導
第

一
係
{
苦
情
の
叉
付
お
よ

ぴ
検
査
}

蛔
導
鮖
助
成
・

係
(
嘴
拂
経
費
の
助
成
)
　

四
三
四
-
二
四
〇

設
置

す
る

と
き
は

届
出
が
必
要

槍
恟
の
新
・
増
・
改
築
に
伴
。

て
、
浄
化
槽
を
設
皿
卜
y
よ
う
と
す
る

と
き
は
、
建
築
砲
認
申
睛
一
に
そ
の

こ
と
を
書
き
込
み
、
区
の
建
築
主
事

を
経
由
し
て
都
知
事
へ
申
請
し
、
構

造
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
汲
取
便
所
肇
水
洗
式
に
改

造
す
る
場
合
は
、
区
土
木
都
占
用
係

へ
届
け
て
く
だ
さ
い
。

足
立の

史
話

日
光
街
道
を
た
ず
ね
て
( 21)

―
―
千
住
一
丁
目
か
い
わ
い
　
そ
の
四―
―

勝
山
準
四
郎

今
の
区
役
所
裏
通
り
は
、
も
と
も
と
は
慈
眼
寺
、

不
助
院
両
寺
の
旧
遭
か
ら
の
参
遭
で
あ
。
た
。
そ

の
昔
は
怒
眼
寺
楫
丁
と
呼
ば
れ
て
い
た
と
言
う
。

こ
の
通
り
か
ら
北
に
ま
が
る
通
り
は
、
旧
道
沿
い

の
簾
敷
は
ず
れ
を
流
れ
る
用
水
の
跡
で
あ
る
こ
と

は
前
に
述
べ
た
が
、
こ
の
区
役
所
付
近
は
馬
洗
い

場
と
言
わ
れ
、
馬
方
衆
が
夕
方

に
な
る
と
馬
の
背
を
洗
っ
た
所

で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
杖
丁
を
進
む
と

突
き
あ
た
り
が
怒
眼
寺
、
右
手

が
不
助
院
で
あ
る
。
共
に
新
義

真
言
宗
の
寺
で
あ
る
。

二
つ
の
寺
が
背
中
あ
わ
せ
に

殲
っ
て
い
る
の
は
区
内
で
は
珍

ら
し
い
こ
と
で
、
伊
具
の
寺
町

の
外
は
こ
こ
だ
け
で
あ
る
。
両

寺
と
も
戦
災
で
皿
吻
什
宝
を
焼
失
し
て
し
ま
っ
た

の
は
惜
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
焼
け
残

っ
た
の
が
参
道
正
面
の
怒
眼
寺
の
山
門
で
あ
る
。

千
觴
山
の
扁
額
は
掃
鮖
宿
の
檀
徒
橋
本
廬
山
の
筆

で
あ
り
寄
進
と
の
こ
と
。
山
門
を
く
ぐ
る
と
右
手

に
薬
師
堂
が
あ
る
。
月
二
回
夜
店
で
順
わ
っ
た
こ

の
お
業
師
さ
ん
の
縁
日
は
、
先
の
匐
地
蔵
さ
ん
の

そ
れ
と
同
じ
く
千
住
ツ
子
の
郷
愁
を
か
な
で
る
も

の
で
あ
る
が
、
共
に
背
語
り
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

こ
の
お
寺
さ
ん
は
子
供
に
縁
が
あ
る
の
か
『
旧

考
錬
』
に
も
こ
の
塊
内
で
の
子
供
相
撲
の
こ
と
を

細
か
に
述
べ
て
い
る
。
安
政
六
年
【

】
(
二
三
)

春
か
ら
夏
に
か
け
て
二
丁
目
と
掃
郎
宿
の
子
供
た

ち
が
毎
日
こ
の
塊
内
で
相
撲
を
と
っ
て
い
た
が
、

こ
の
評
判
が
高
く
な
り
「
見
物
人
群
集
な
す
」
さ

わ
き
に
な
っ
た
。
た
ま
た
ま
通
り
か
か
っ
た
卸
鳥

見
役
人
が
こ
れ
を
見
聞
し
、
そ
の
筋
へ
申
立
て
た

こ
と
か
ら
家
攪
公
(
当
時
世
嗣
、
後
に
十
二
代
将

享
)
の
上
覧
が
き
ま
り
、
問
年
七
月
十
五
日
、
洩

車
観
音
境
内
に
土
俵
を
つ
く
り
敵
十
番
の
取
組
を

し
た
と
言
う
。
両
町
と
も
六
嵎
か
ら
十
四
戚
ま
で

の
子
供
二
十
名
づ
つ
に
、
そ
れ
ぞ
れ
シ
コ
名
を
つ

け
名
主
、
世
話
人
が
付
震
っ
て
参
加
し
た
。
帰
り

に
、
子
供
た
ち
に
は
餅
菓
子
、
大
人
た
ち
に
は
濔
　

一
駄
白
銀
二
枚
押
領
と
あ
る
か
ら
上
々
の
首
尾
だ
　

っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
頃
の
こ
と
故
i
加
至
極

有
難
き
仕
合
せ
に
存
じ
串
り
候
」
と
感
激
し
、
「
前

代
未
聞
の
事
故
こ
こ
に
誌
し
I
く
も
の
な
ど

と

紬
ん
で
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
当
時
は
正
和
三
年
(
一
三
一
四
)

行
寛
上
人
の
闘
基
と
言
う
。
江
戸
時
代
に
及
ん
で

三
代
将
軍
家
光
公
よ
り
弘
法
大
師
自
作
の
聖
轆
音

を
躔
り
、
城
北
鎮
護
の
祈
願
所
と
定
め
ら
れ
た
と

伝
わ
っ
て
い
る
。
今
も
立
葵
の
寺
紋
を
使
っ
て
い

る
の
は
そ
の
ゆ
か
り
か
ら
と
の
こ
と
で
あ
る
。

『
旧
考
録
』
に
も
法
覯
王
は
じ
め
日
光
社
‘
'の
高

貴
な
方
々
の
宿
泊
が
記
さ
れ
て
い
る
。

当
寺
は
ま
た
、
今
の
千
住
神
社
が
氷
川
神
社
と

稲
荷
神
社
の
両
社
で
あ
っ
た
頃
{
注
、
}
月
一
日

丹
初
詣
案
内
参
照
)
稲
荷
神
社
の
別
当
寺
で
あ
っ

た
。
つ
ま
り
神
事
】
切
を
僧
侶
が
引
受
け
て
い
た

も
の
で
、
象
礼
は
読
経
祈
願
に
よ
っ
て
こ
と
を
済

ま
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
佃
侶
の
権

威
は
高
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
せ
い
だ
ろ
う
か
本
寺
の
片
隅
に
は
今
も
是

川
稲
荷
が
杞
ら
れ
て
い
る
。
(
こ
の
項
続
く
)

慈 眼 寺 の 山 門

70 歳になったら
老人医療証の交付申請を

鑰
康
保
険
征
を

便
用
し
て
、
診
療

を
受
け
た
と
氛

医
療
機
鬨
に
支
払

う
は
ず
の
島

貧

担
分
を
国
や
都
の

公
費
で
負
担
す
る

老
人
医
療
費
助
成

制
度
隲

七
十
巣

か
ら
適
用
に
な
り

ま
ず
。
(た
だ
し
、

重
度
の
障
害
が
あ

る
と
き
は「

六
十

五
癩
か
ら
適
用
に
な
り
ま
す
。
)

こ
れ
か
ら
七
十
躪
に
な
至
ぺ
ま
た

隲
七
十
鐫
に
な
'
た
方
は
、
次
の
要

鐫
で
も
れ
な
く
申
睛
し
て
く
だ
さ
い
。

(
一
)
申
請
の
時
期

七
十
歳
に
な
る
月
の
前
月

(
二
)
必
要
な
も
の

健
康
保
険
紅
と
印
か
ん

(
三
)
対
象
に
な
ら
な
い
方

(
イ
)
社
会
保
険
の
被
保
険
者
本
人

(
ロ
)
生
谺
保
暎
を
曵
け
て
い
る
方

(
ハ
)
限
次
馴
以
上
の
本
人
所
樽
が
あ
る

方

※
鴛
隶
癨
の
方
に
隲
あ
ら
か
じ
め

申
請一

を
送
付
し
ま
す
の
で
お
早
め
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
匐
、
す
で
に
老
人
医
療
紅
を
お
持

ち
の
方
で

(
イ
)
都
外
の
医
凍
機
関
で
診
療
を
受
け

る
と
き

(
ロ
)
付
添
I
喫
科
、
移
送
費
、
コ
ル
セ

ッ
ト
代
金
な
ど
旁
療
爨
贊
払
い
し

た
と
き

(
イ
)
(
ロ
)
に
咳
当
す
る
方
は
、
お
手
数

で
も
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

申
請
ま
た
は
、
連
絡
は
区
役
所
老
人

助
成
係
へ
ど
う
そ
。

〝も
う
い
ち
ど
、
わ
が
家
の

戸
締
り
を
確
か
め
よ
う〟

―
―
「
春
の
防
犯
運
動
」
実
施
中―
―

警
視
庁
で
は
、
あ
き
巣
被
害
の
目
立

う
て
・

く
な
る
こ
の
時
期
を
と
ら
え
て

十
日
ま
で
防
犯
還
助
を
実
施
し
ま
す
。

「
あ
き
巣
」
の
原
因
の
多
く
は
、
性

能
の
よ
く
な
い
餌
奢
、
し
か
も
間
違
づ

た
つ
け
方
を
し
て
い
る
た
め
で
す
。
こ

れ
に
備
え
て
、
み
な
さ
ん
の
お
宅
で
も

次
の
点
に
注
意
し
、
も
う
い
ち
ど
わ
か

家
の
戸
練
り
奢
点
挟
し
、
あ
き
巣
に
は

い
ら
れ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
玄
関
の
恚
`
は
性
肥
の
よ
い
も
の
を

正
し
く
取
り
つ
け
ま
し
I
つ

▽
ド
ア
に
円
簡
鰥
を
つ
け
て
い
る
と
こ

ろ
は
早
め
に
性
能
の
よ
い
箱
鰥
に
と

り
か
え
よ
う

▽
ふ
だ
ん
あ
け
た
て
す
る
捉
の
ほ
か
に

も
う
ひ
と
つ
補
助
捉
を
と
り
つ
け
、

ワ
ン
ド
ア
・
ツ
ー
ロ
ッ
ク
の
備
え
を

▽
が
じ

プ
レ
ー
ト
を
つ
け
て
、
ド
ア

の
ス
キ
鬨
を
ふ
孝
き
ま
し
ょ
う

▽
ド
ア
や
サ
イ
ド
の
ガ
ラ
ス
に
は
格
子

を
つ
け
ま
し
ょ
う

区
の
マ
ー
ク
の
つ
い
た

街
路
照
明
の
苦
情
は

区
役
所
第
二
庁
舎

街
路
照
明
係
へ

八
八
九
-
六
一
六
一
(
代
)

内

縁
・
一
七

〇
・
一
一
七

一

火
災
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

み
ん
な
で
火
の
元
の
点
検
を

火
災
の
多
く
発
生
す
る
時
期
を
む
か

え
、今
月
の
十
三
日
ま
で
、春
の
火
災

予
防
運
助
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。万

一
火
災
が
発
生
し
た
と
き
に
そ
な
え
て

被
番
を
軽
奴
す
る
た
め
に
も
、
安
全
な

遭
難
と
初
期
消
火
の
体
例
を
た
て
て
馴

練
を
お
こ
な
う
こ
と
L

こ
れ
が
今
回

の
運
助
の
重
点
で
す
。

そ
の
た
め
に
次
の
点
に
注
意
し
て
く

だ

さ
い

。

◇
外
出
の
と
き
に
は
火
の
元
を
点
検
す

る
◇
調
理
場
な
ど
火
を
儷
う
鳩
所
は
不
燃

化
し
家
庭
内
を
防
火
的
に
改
善
す
る
0

消
火
器
や
消
火
バ
ケ
ツ
を
そ
な
え
て

い
つ
で
も
適
切
に
使
え
る
よ
う
に
馴

練
を
す
る

◇
火
災
の
と
き
す
ぐ
逃
げ
ら
れ
る
よ
う

に
避
雌
方
法
を
き
め
て
馴
練
し
て
お

部
落
問
題
理
解

の
た
め
に
 
(
9
)

私
は
浅
草
で
、靴
屋
の
娘
と
し
て

生
ま
れ
、育
ち
ま
し
た
。隣
近
所
が

軒
並
靴
屋
と
か
、皮
屋
で
あ
っ
た
た

め
、少
女
時
代
は
露
骨
な
差
別
を
感

じ
る
こ
と
も
な
く
、父
の
も
と
で
勳

い
て
い
た
職
人
さ
ん
達
に
ま
じ
っ

て
、少
々
勝
気
な
娘
と
し
て
育
ち
ま

し
た
。

と
こ
ろ
が
年
頃
に
な
り
、(
百
屋

の
息
子
と
の
間
に
結
婚
話
が
出
た
と

き
、私
が
靴
屋
の
娘
で
あ
る
と
い
う

理
由
で
、そ
の
結
婚
話
が
こ
わ
れ
ま

し
た
。

相
手
の
観
が
は
っ
き
り
と
「靴
量

と
か
皮
皿
の
娘
を
嫁
に
も
ら
う
こ
と

は
で
き
な
い
」と
い
っ
た
の
で
す
。

ど
・
つ
し
て
こ
の
よ
う
な
理
由
で
結

婚
を
断
わ
ら
れ
た
の
か
、当
時
の
私

に
は
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

父
は
何
の
惠
い
こ
と
も
し
て
お
ら
す

一
日
中
真
面
目
に
靴
を
作
っ
て
い
る

の
に
。

そ
れ
で
、よ
く
回
り
を
観
察
し
て

み
る
と
、靴
屋
や
皮
屋
の
娘
は
、ほ

と
ん
ど
が
同
業
の
息
子
か
職
人
と
結

婚
し
て
い
ま
す
。

は
っ
き
り
と
は
自
覚
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、何
か
ば
く
然
と
し
た
矛

盾
を
感
じ
ま
し
た
。

現
在
、私
は
靴
エ
に
な
る
た
め
職

業
訓
練
校
に
か
よ
っ
て
い
ま
す
。夫

も
や
は
り
靴
エ
で
、
こ
れ
か
ら
は
二

人
で
靴
を
作
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

と
も
に
差
別
と
斗
い
な
が
ら
。

(
都
落
解
放
同
盟
足
立
支
都

八
八
四
一
三
七
八
五
)

嘉
平
橋
工
事
の

お
願
い

東
京
の
東
部
低
湿
地
帯
を
伊
勢
湾
台

風
程
度
の
高
嗣
か
ら
守
る
た
め
に
、嘉

平
橋
附
近
は
地
元
の
み
な
さ
ん
の
ご
協

力
を
え
て
、高
潮
護
岸
が
完
成
し
ま
し

た
。し
か
し
、嘉
平
橋
が
低
い
た
め
に

水
防
上
危
険
な
の
で
、現
在
、下
流
に

人
が
通
る
構
を
工
事
し
て
お
り
ま
す
が

ま
も
な
く
開
通
の
は
こ
ひ
と
な
り
ま

す
。そ
こ
で
、低
い
嘉
平
橋
を
コ
二
月

下

旬
(
予

・
定
)
に
撤

去
し

護

岸
で

閉
そ

く

す

る
こ

と
に

し
ま

し
ま

し

た

。
み

な
さ

ん
の

ご

協
力

を
お

願

い
し

ま

す

。

問
い
合
わ
せ
先
、都
建
設
局
江
東
治

水
事
務
所
　
六
九
二
-
四
六
五
一
(
代
)

掲
示

板

■
ア
ル
バ
イ
ト
募
集

区
で
は
、案
剤
散
布
作
業
の
ア
ル

バ
イ
ト
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

期
間
-
三
月
十
四
日
～
九
月
三
十

日
　
資
格
-
十
(
歳
以
上
の
男
子

賃
金
上
白
千
(
百
円
(
四
月
か
ら

千
九
百
円
)

勳
務
1
午
前
(
時
三

十
分
～
午
後
五
時
(
た
だ
し
、
日
一

・
祝
日
は
休
み
、
土
阻
は
半
日
)
　

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、区
役

所
保
鰉
衛
生
係
へ
。

■
経
済
講
演
会

区
で
は
両
再
切
り
上
け
に
伴

い
、中
小
企
業
の
方
に
ど
の
よ
う
な

影
W
が
あ
り
、ま
た
ど
の
よ
う
に
対

処
し
て
い
け
ぱ
よ
い
か
と
い
う
テ
ー

マ
で
次
の
と
お
り
、経
済
講
演
会
を

行
な
い
ま
す
。入
場
無
料
で
す
の

で
、ふ
る
。て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
1
三
月
十
五
日
(
木
)
午
後
六

時
か
ら
八
時
ま
で

鳩
所
-
産
業
振
興
饋
(区
役
所
隣
り
)

テ
ー
マ
ー
「
こ
れ
か
ら
の
日
本
経
済

は
ど
う
な
る
か
(
円
・
再
切
り
上

げ
と
中
小
企
巣
)
」

講
師
-
館
野
守
男
氏
(
経
済
評
論
家
)

■
第
2
6回
都
民
体
育

大
会
区
予
選
会

会
期
―
四
月
一
日
～
四
月
三
十
日

会
場
―
区
内
各
施
般

競
技
種
目
―
陸
上
競
技
・
柔
遭
・
卓

球
・
庭
球
・
相
撲
・
弓
道
・
エ
ア
ー

ラ
イ
フ
ル
ー
ク
レ
ー
射
撃
・
バ
ド
、Q

ン
ト
ン
・
晦
球
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・

剣
道
・
バ
ス
ケ
'
ト
ボ
ー
ル
ー
サ
'

カ
ー
・
空
手
・
山
岳
・
な
き
な
た
・

釣
魚申

込
み
・
間
い
合
わ
せ
は
、
区
教

育
委
貝
会
体
育
課
お
よ
び
各
競
技
連

盟
・
協
会
へ
ど
う
ぞ
。

■
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー

講
習
会

足
立
公
共
職
業
安
定
所
で
は
、初

め
て
勳
く
方
を
対
象
に
次
の
と
お
り

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
講
習
会
を
行
な
い

ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
　
三
月
十
四
日
(
水
)
午
後
一

時
三
十
分
～
四
時

場
所
　
東
京
相
互
銀
行
梅
鳥
支
店

(
東
武
繃
梅
鳥
釈
下
車
)

内
容
　
爵
演
と
職
業
相
岐
に
よ
る
紹

介

ご
希
望
の
方
は
、足
立
区
職
業
安

定
所
パ
ー
ト
係
(
足
立
区
千
住
河
原

町
五
　
(
(
ニ
ー
匸
一
(
七
)
へ

竜
銛
、ま
た
は
直
接
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。

■
愛
の
献
血
を

三
月
の
移
勳
探
血
日
程

▽
七
日
(
水
)
東
渕
江
小
学
校

▽
十
四
日
(
水
)
区
役
所
本
庁
舎

▽
二
十
二
日
(
木
)
第
七
中
学
校

▽
二
十
八
日
(
水
)
第
十
六
出
張
所

▽
三
十
日
(
金
)
北
千
住
駅
西
口

街
頭
都
民
相
談
の

ご

用
を

都
政
に
対
す
る
苦
情
・
麗
見

法
律
相
岐
・
交
通
事
故
相
談

3
月
1
9日
(
月
)
午
後
一
時
～

四
時

北
千
住
駅
酉
卩
広
場

■

電
話
料
金
が

変
わ
り
ま
す

=
3
月
1
1日
か
ら
=

東
京
二
十
一
二
区
内
の
電
話
通
晒
科

金
か
ご
二
月
十
一
日
か
ら
三
分
ご
と

に
七
円
と
な
り
、現
在
六
十
砂
七
円

の
地
域
は
、(
十
砂
七
円
と
安
く
な

り
ま
す
。

な
お
、W
電
晒
や
大
型
赤
一
括
は

十
円
玉
を
追
加
投
入
す
る
と
三
分
以

上
継
続
し
て
括
し
が
で
き
ま
す
が
、

小
型
赤
竃
話
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
三

分
で
切
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

(
日
本
一
儻
I
話
公
社
)

■
測
量
士
・
測
量
士
補

試
験
案
内

▽
受
験
賢
格
　
年
令
・
性
別
・
学
歴

・
実
務
経
歴
な
ど
に
関
係
な
く
受

験
で
き
ま
す

▽
試
験
日
時
　
五
月
二
十
七
日
(
日
)

▽
受
付
期
間

持
参
・
郵
送
と
も
三

月
二
十
日
ま
で
(
日
曜
口
は
除
く

土
曜
日
は
正
午
ま
で
)

▽
試
験
手
数
料
　
Ⅲ
測
a
士
試
験
・
・
・
　

五
百
円
叨
剽
最
士
補
賦
験…
三

百
円

▽
願
書
の
請
求
と
受
付
先
　
国
土
地

理
院

千
一
五
三
東
京
都
目
黒
区

東
山
三
丁
目
二
四
一
一
三
　

七

一
三
-
○
一
四
一

■
郵
便
局
で
お
金
が

借
り
ら
れ
ま
す

郵
便
局
で
は
、
こ
と
し
の
一
月
か

ら
郵
便
貯
金
を
担
保
に
簡
単
な
手
続

と
、
安
い
利
子
で
お
金
を
お
貸
し
し

て
い
ま
す
。
賢
付
限
度
額
は
預
金
者

一
人
十
万
円
ま
で
で
す
。
例
え
ば
、

ご
永
族
名
僧
の
貯
金
が
五
名
な
ら
五

十
万
円
ま
で
借
り
ら
れ
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
お
近
く
の
郵
便
周

へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

■
下
水
道
P
R

コ
ー
ナ
ー
開
設

下
水
准
局
で
は
、
下
水
道
用
陶
管

汚
水
桝
等
の
展
示
、
下
水
遭
を
わ
か

り
や
す
く
解
説
し
た
パ
ネ
ル
の
掲
出

を
し
た
P
R
コ
ー
ナ
ー
を
開
設
し
ま

し
た
。ま
た
、下
水
一
全
般
に
つ
い

て
ス
ラ
イ
ド
映
岡
も
行
な
っ
て
い
ま

す
。匐
立
ち
よ
り
の
う
え
、ご
ら
ん

く
だ
さ
い
。

開
設
鳩
所
-
千
代
田
区
大
手
町
二
丁
　

目
六
-
}一

日
本
ビ
ル
西
側
一
階
(

下
水
道
局
鉄
巍
町
庁
舎
内
)

開
設
時
間
-
午
前
九
時
一
一
一
十
分
か
ら
　

午
後
四
時
三
十
分
ま
で

■
水
洗
便
所
改
造
の

助
成
金
は
お
早
目
め
に

三
月
末
日
ま
で

す
で
に
昭
和
四
十
五
年
度
申
に
甲

地
区
(
水
洗
便
所
が
設
皿
で
き
る
)

と
な
っ
て
い
る
千
住
地
区
の
大
部
分

と
新
田
。小
台
地
区
の
一
部
は
、今

年
の
三
月
三
十
一
日
で
、水
洗
便
所

助
成
金
・
私
道
排
水
設
備
助
成
金
の

交
付
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
地
区
内
で
、こ
の
助
成

金
を
利
用
し
て
く
み
取
式
便
所
を
水

洗
便
所
に
改
造
さ
れ
る
方
は
、下
水

道
局
指
定
工
事
店
を
通
じ
て
、
至
急

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

閥
い
合
わ
せ
先

▽
千
住
地
区
・
・
都
下
水
道
局
北
都
第

一
管
理
事
務
所
助
成
係

(
〇
二
-
四
六
ニ

ー

▽
新
田
・
小
台
地
区
・・
都
下
水
遭
局

北
部
第
二
管
理
事
務
所
助

成
係

九
〇
一
(
Iニ
四
一
一

お
礼

次
の
方
か
ら
区
育
英

賢
金
に
と
、多
額
の
ご

寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

▽
曙
オ
ー
ト
パ
ー
ツ
労
働
組

合
(
櫛
田
五
丁
目
二
七
-
六
)

■ 明るいくらしの設計簡易保険新加入運動実施中　　　　■ タバコは区内で買いましょう I ・N　203, 00


